
豊能町公共施設再編整備ワークショップ

第１回 東地区ニュースレター
開催日：令和６年６月２９日（土） 会場：豊能町立中央公民館

東・西地区の「公共施設再編整備基本計画」作りに向けて、第１回東地区定期

ワークショップを開催しました。

第１回目となる今回は、『私たしが暮らすまちは –東地区はどんなまち-』を

テーマに、東地区の自慢したいところや将来の東地区がどんなまちになればいい

かについて、意見を出しあっていただきました。

第１回定期ワークショップテーマ

『私たちが暮らすまちは

–東地区はどんなまち-』

①東地区の自慢したいところやいい
ところなどを語ろう

②将来の東地区がどんなまちになれ
ばいいかを語ろう

ワ
ー
ク
内
容

当日の様子
気軽に“ワイワイ”楽しく
意見交換が行われました！

グループワークのとりまとめ！



自慢したいところ

●野菜
・野菜・お米が美味しい
・新鮮な野菜が買える

●緑と水
・きれいな川と水
・緑がたくさん

●生き物
・野鳥の種類が多い
・カエルがいっぱい
・ホタルがきれい

●環境
・空気、夜空がきれい
・夜は静か

●棚田・里山
・川尻地区の棚田が美しい

●子ども
・子ども達がのびのび

●温かい
・東地区で出会う方は
心が温かい

・人と人とのつながりが
密接

●個性
・「この町を良くしたい」
という素敵な方がたくさ
んいる

・頑張る人が多い
●集まる
・美味しい料理屋さんが増
えてきた

●便利
・都会に近い便利な田舎

●快適
・交通渋滞なし

●規模感
・ちょうどいいサイズ感
の町

●子育て
・子育てによい
・待機児童なし

●田舎
・友人を連れていきたい
ところがたくさん

・住民票取りに行くだけ
でドライブが楽しめる

自然 ひと 場所

問題・課題

●構造
・第１次産業の維持
・空き家問題
・農地問題（耕作放棄地）

●場所
・子どもと遊ぶ場が少ない
・子どもの居場所が少ない

●不便
・公共交通が不便すぎる、バスが少ない

●仕事
・働く場所、企業がない
・仕事が少ない

●認知・PR
・町の歴史が知られていない
・豊能町ってコレがない（能勢はクリ）
・町のブランドが弱い

●収益
・外貨でかせぐ町 とよの

こうなればいいな

〇人と人、人と自然がつながる小さな町
〇自然を活かして、子どもから高齢者が笑顔
で交流できる町

〇自律できる町（食、災害時、エネルギーな
ど）

〇住みやすく、誇りを持って住み続ける町
〇町外の人が遊びに来られる活気のある町
〇デジタルと共存したまち
〇外の人に「とよの」っていいねって思って
もらう⇒移住につなげる⇒お金を落として
もらいたい

まちに関すること

〇よその子とたくさん遊べて、出会える場所
〇「この自然に貢献したい」この思いに気軽
に応えてくれる拠点みたいな場所

〇静かにゆっくりというよりかアクティ
ビティな場所（運動とか、BBQとか、川
遊びとかができる場所）

〇道の駅：1日遊ぶことが出来て、休日に外
から来てくれる場所

〇東地区みんなのセカンドプレイス
〇全世代が集まることができる場所
〇大人が子供を見守る空間
〇文化、体験、内外が楽しめる場所

施設に関すること

グループワークでのご意見（※一部を抜粋・編集しています）

参加者のみなさまから、たくさんの
貴重なご意見をいただきました！


